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懸念されている。貧困層の保護は世界保健機関（World Health Organization: WHO）の生活習慣病戦略で
ある WHO PENにも組み込まれており、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（Universal Health Coverage: 
UHC）の視点を持って取り組まれている。フィリピンにおいても貧困層間で生活習慣病が蔓延している
が、特に農村部の貧困層は生活習慣病に対して脆弱な環境におり、早急に対策を取る必要がある。そう



















Affordability、Acceptabilityの「4つの A」に着目する。この UHC の概念および「4つの 
A」の視点は、「貧困層の保護」を目的の 1つに掲げる WHO の生活習慣病対策である
“WHO PEN1”にも取り入れられている。 
                                                        
 関西学院大学大学院総合政策研究科博士課程前期課程（euj90699@kwansei.ac.jp） 




































                                                                                                                                                                  
1 正式名称は“WHO Package of Essential Noncommunicable Disease Interventions for primary care in low-
resource settings” 
2 正式名称は“Philippine Package of Essential NCD Interventions on the Integrated Management of 
Hypertension and Diabetes for Primary Health Care Facilities” 








の度合い）の「4つの A」の視点が重要である（外務省 NGO研究会 2015）。 
そしてこれらの視点は、貧困層の保護を目的の 1つに掲げた WHO の生活習慣病戦略で













ことから、UHC の Accessibility、Availability、Affordability が欠如した脆弱な環境にいる。
そのため、生活習慣病対策を講じる上で注視すべきグループである。 
そうした中、同国では生活習慣病対策として、WHO PENを基とした政策である Phil 
PEN を 2012年から導入している。Phil PENは 25歳以上の国民を対象に、バランガイの













しても Phil PENの実施は確認されていない。 
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公立第三次医療施設である Veterans Regional Hospital（VRH）を訪問し、医師やスタッフ
へのインタビューを行った。貧困層の生活習慣病に対する知識や意識については、現地の
住民に KAP 調査をアンケートにて行った。 
 調査の結果、対象地域の貧困層の間で生活習慣病が広がっているにも関わらず、貧困層
























 「農村部の貧困層の生活習慣病対策として Phil PEN は機能する政策であるか」を、対
象地域を事例として、実地調査の結果を基に検証した。検証は、対象地域の貧困層の中で
も特に生活習慣病リスクが高い人々を「ハイリスクグループ」とし、Phil PEN が彼らの
課題にアプローチできるかによって判断する。その際、Project Cycle Management 
（PCM）手法を用いて、現状分析でハイリスクグループの課題や特徴を整理し、彼らの
生活習慣病に罹患するリスクを減らすためのアプローチを問題分析・目的分析にて確認し
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 Phil PEN は対象地域のハイリスクグループを中心とした貧困層に対して機能する生活
習慣病対策と言えるが、ここではよりそのアプローチと実行性を高めるための提言を行う。
1点目は、BHS でのサービスを重視し、BHS において実施する項目を拡充することであ
る。Phil PEN は BHSにおいても利用可能であるが、RHU と比べて実施できる項目が少な
く、健康診断の結果が良くない場合は RHU にレファラルされるため、現在の Phil PEN は
RHU に比重があると言える。しかし、ハイリスクグループは BHS を利用する傾向にあり、






の Availabilityの不十分さの原因となっている。このような状況の中、Phil PEN 導入に掛
る設備等の費用を捻出できるかは疑問である。加えて、フィリピン特有の地方分権3の影
響による地方政府の能力不足や、地方首長への権限の集中が、Phil PEN の確実な実施や









6.2 BHS において実施する Phil PEN の項目の検討 
 






も、地方政府に対する Phil PEN の促進や技術支援等を行うこととなっている。（国際協力機構・グロー
バルリンクマネージメント株式会社 2016、Advancing Partners Communities 2015Republic of the Philippines 
Department of Health 2012） 
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 提言の実行性を高めるべく、BHSにて実施する項目について、Phil PEN の実施に必要
な医療機器を対象に、初年度およびその後毎年の継続的な実施に必要な費用の概算により
検討する。その際、1）州内の全バランガイ（275）に BHS がある、2）Phil PEN の対象と
なる 25歳以上の人口（225,374 人）が州内の各バランガイに均等に分布している、3）対




表 1. 各実施項目に掛る想定初期費用と実施ランニングコスト 
 
（注）1 ペソ＝2.1（2021 年 1 月 4 日時点） 
出所：Philippine Medical Supply, Shopee を基に筆者作成 
 










 2点目は、政策の持続可能性である。Phil PEN を継続的に実施するには、州政府が毎年
かかるランニングコストを負担し続けなければならない。しかし、フィリピンでは 3年に
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